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CANPLY Canadian Plywood



このパンフレットに収録されている情報の一切には、正確を期すために細心の注意が
払われていますが、サーティウッド及びその役員、被用者、代理人は、本パンフレ
ット中のいかなる誤謬、欠陥あるいはこれに基づく設計ないし仕事上の不都合に
対して、いかなる責任も負うものではありません。

ホームページ http:/ /www.canply.or . jp/

E07042M CP-MS

優れた寸法安定性
他の木質パネルに比べて含水膨張率は7分の1と少なく、また含水率の低下

にともない元の寸法に戻ります。

優れた物理特性
曲げ強さ、引っ張り強さ、圧縮強さ、せん断強さなどは、他の木質パネルを

上回っています。

軽量である
他の木質パネルに比べてその重量は40％軽くなっており、持ち運びにも有利

です。

なぜ、CANPLY針葉樹合板がいいのでしょうか？

それは木質パネルの中で非常に優れた特性を有しているからです。

〈CANPLY針葉樹合板の優れた特性〉

高い耐衝撃性能
高い耐衝撃性能を有しています。この特性は濡れたときでも低下しません。

25年という歴史
日本の住宅市場に構造部材として供給されてきた25年という輝かしい歴史が

あります。

環境にやさしい
カナダでは森林から生産される木質繊維を100％利用し、合板、製材、パルプ

などを生産しています。すべて利用後は自然に戻すことができる環境にやさしい

商品です。



高品質の針葉樹合板を世界中のお客様に。
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すべてがF☆☆☆☆の最上位等級。
安心して使用できるCANPLY合板。
CANPLYメンバーが生産しているカナダ針葉樹合板は、ホル

ムアルデヒド放散等級としては最上位等級であるF☆☆☆☆の

格付製品として供給されています。このF☆☆☆☆の等級表示

は構造用合板のJAS（日本農林規格）規格に基づくものです

が、シックハウス対策として施行された改正建築基準法の下で

は、（使用）面積制限を受けない製品として位置付けられてお

り、住宅の構造部材として安心して使用いただける製品です。

シックハウス症候群は接着剤などの化学物質から空気中に放

散する揮発性有機化合物（VOC）が原因として起こるとされて

おり、厚生労働省ではこれらのVOCに関して室内濃度指針を

設定しています。改正建築基準法は厚生労働省が設定したこ

れらの指針値を実際の住宅で実現できるよう、施工面からの

規定を定めたものです。

この改正建築基準法の下では、旧JAS規格で最上位とされた

Fc0は新規格ではF☆☆☆となり、床面積の2倍までしか使用

できなくなっています。新しいJAS規格でF☆☆☆☆の等級を

達成したCANPLY針葉樹合板は、ホルムアルデヒドの放散が

非常に少ないだけでなく、面積制限に配慮しなくても使用い

ただけます。

新設住宅のユーザーのなかでシックハウスに対する関心が高

まり、法的な規制も厳しくなる中で、ホルムアルデヒド放散等級

としては最上位等級であるF☆☆☆☆の格付製品として供給

されるCANPLY針葉樹合板は、安全で安心して使用できる構

造用合板です。

CANPLY針葉樹合板は、なぜ
ホルムアルデヒドなどが少ないの？
CANPLY針葉樹合板に使用されている接着剤は、合板業界

で最高級の接着剤といわれているアルカリフェノール樹脂接着

剤です。この接着剤は硬化する過程で有害なホルムアルデヒ

ドを共縮合する形で取り込み、合板表面から空気中にホルム

アルデヒドが放散するのを防ぐ特性を持っています。

このためCANPLY針葉樹合板はホルムアルデヒドの放散量

がきわめて低く、JAS規格に定めるホルムアルデヒド放散の最

上位等級であるF☆☆☆☆の基準を余裕を持ってクリアする

性能を有しています。

ホルムアルデヒド以外のVOCも安全。
将来予想される使用制限にも対応。
CANPLY針葉樹合板はホルムアルデヒドの放散がきわめて少

ないだけではありません。CANPLY（カナダ針葉樹合板）は、

ホルムアルデヒド以外の揮発性有機化合物（VOC）に関しても

CANPLY針葉樹合板からの放散量を測定する試験を数次に

わたり実施しています。

スモール・チェンバー法という、微量物質の測定に採用される

試験方法を使って計測された20種類以上のVOCに関する試

験結果では、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パ

ラジクロルベンゼンといったVOCに関しては一切検出されない

という結果が出ています。そのほかのVOCに関しても測定値

は微量で、総揮発性有機化合物量（TVOC）も厚生労働省指

針値に比べ1/100から1/10の値と、指針をはるかに下回る水

準となっています。

改正基準法では規制の対象となる化学物質をホルムアルデヒ

ドとクロルピリホスの2つに限定していますが、これはそれ以外

の化学物質の取り扱いが現状では難しいことを背景としたも

のであり、今後逐次対象物質の拡大が図られる計画です。

ホルムアルデヒドだけでなく様々なVOCの放散がゼロかあるい

はきわめて少ないCANPLY針葉樹合板は、将来の規制強化

にも十分に対応できる性能を有した構造用合板です。

●CANPLY針葉樹合板の特徴

住む人にやさしい合板｜｜
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CANPLYのJAS構造用合板は、
「特類」と「F☆☆☆☆」の性能を兼備。
海外で初めて登録外国認定機関（ROCB）の認定を取得した

CANPLYは、メンバー工場のJAS認定を通じて日本向け針葉樹

構造用合板の供給体制のさらなる充実に努めています。

CANPLYメンバーにより生産されるJAS構造用合板には、すべ

てアルカリフェノール樹脂接着剤が使用されています。この接着剤

は、耐久性･耐水性に優れるとともに、ホルムアルデヒドの放散が

極めて少ないという特性を有しています。構造用合板のJAS規格

上、この優れた耐久性・耐水性は接着性能として最上位の「特

類」に分類され、またホルムアルデヒドの放散量が極めて少ない特

性は、放散等級として最上位の「F☆☆☆☆」に格付けされます。

「特類」と「F☆☆☆☆」という、ともに最上位の性能を有する構造

用合板。「安全で安

心して使える合板」そ

れがCANPLYの針

葉樹合板です。

海外初の
JAS登録外国認定機関（RFCO）
CANPLY（カナダ針葉樹合板）は、2001年4月25日にカナダの製材

格付機関である2機関とともに、海外で初めての登録外国認定機

関（RFCO）としての認定を農林水産大臣より取得しました。この

RFCOは、1999年に製造業者の認定の権限が海外も含めて広く

民間に開放されるとともに、認定工場の格付け・品質管理に関す

る責務をより厳しく規定するというJAS制度の大きな変革が行われ

たことに伴って導入された制度です。農林水産省よる厳しいチェ

ックを経て、海外の機関として初めてその認定を取得したことは、

長年にわたりCANPLYがカナダで行っていた品質管理体制が高

く評価された結果といえます。JAS規格関連法令の改正を受け、

2006年には全てのRFCO(登録外国認証機関)が認証の再申請

を行うこととなりました。サーティウッドはまたも認証の取得に成功

し、登録外国認定機関(ROCB)として再登録されています。農林

水産省よる厳しいチェックを経て、海外の機関として初めてその認

定を取得したことは、長年にわたりCANPLY, その後サーティウ

ッドとしてカナダで行っていた品質管理体制が高く評価された結果

といえます。ROCBとしてサーティウッドが認定した工場からは、住

む人にやさしい材料としてF☆☆☆☆の表示がある構造用合板

がJASマークとともに押印されて日本市場に供給されています。

CANPLY針葉樹合板のもうひとつの特長、
優れた耐久性｜｜半世紀以上の実績。
CANPLYメンバーが生産する針葉樹構造用合板にはすべてア

ルカリフェノール樹脂接着剤が使用されていますが、この接着剤

はホルムアルデヒドの放散量が少ないだけでなく生物劣化や化

学変化が少なく、耐久性、耐水性に優れるというきわめて重要

な特性を有しています。

1940年代より合板生産を始めたカナダの合板企業は当時から

アルカリフェノール樹脂接着剤を使用しており、その歴史は半世

紀以上に及んでいます。もちろんこの間接着剤の性能向上を図

る研究開発もされていますが、最高級の接着剤といわれるアル

カリフェノール樹脂接着剤の基本性能に変わりはなく、常に市場

から高い評価を受けてきました。

フェノール樹脂接着剤の優れた耐久性はアメリカの農務省林産

試験場での実験結果でも実証されました。実験は数種類の接

着剤を用いて行われ、8年間屋外に曝露した後、接着性能など

を測定。その結果、フェノール樹脂接着剤を用いた合板は接着

力の強度低下が最小で、日射、降水、温度変化など過酷な気

象条件の下、長期間にわたって性能を維持できることが裏付け

られました。

●CANPLY針葉樹合板の特徴

完全耐水性を誇る最高品質の接着剤、
アルカリフェノール樹脂接着剤を使用
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メラミン・ユリア樹脂 

ユリア樹脂 

■接着剤別の浸せきはくり強度変化率

■接着性能別のJAS規格分類

主に使用される
接着剤の種類 試験方法及び特性 用　　途

特類 フェノール樹脂
接着剤

熱湯で72時間煮沸し
ても大丈夫な完全耐水
性を有するもの

建築物の構造用耐力部
材で、常時湿潤状態の場
所でも使用できる合板

1 類 メラミン・ユリア樹脂
接着剤

熱湯で4時間煮沸して20時
間乾燥させた後、また4時間
煮沸しても大丈夫な接着性
能を有するもの

屋内及び長期間湿潤状
態の場所でも使用でき
る合板

2 類 ユリア樹脂
接着剤

60℃のお湯の中に3時
間漬けておいて大丈夫な
接着性能を有するもの

主として屋内で多少の水
のかかりや湿度の高い場
所でも使用できる合板

出典／R.H.Gillespie, B.H.River：“Durability of Adhesives in Plywood”, Forest
Products Journal,Vol26, No.10, 1976. ※注／実測データを回帰直線でグラフ化
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ダグラス・ファー合板（DFP）と
カナディアン・ソフトウッド合板（CSP）
CANPLY針葉樹合板には、ダグラス・ファー合板（DFP）とカナ

ディアン・ソフトウッド合板（CSP）の2種類の合板があります。

DFPは表裏面単板にダグラス・ファーが使われています。CSP

はダグラス・ファー以外のカナダ西部の精選された針葉樹が

使われていますが、内層に限りダグラス・ファーが使われる

場合もあります。

●CANPLY針葉樹合板の特長

樹種やサイズなど、さまざまなタイプをご用意

ダグラス・ファー合板（DFP）

カナディアン・ソフトウッド合板（CSP）

■CANPLY針葉樹合板強度特性（シージンググレード）

曲げ強さ
（N/mm2）

曲げヤング係数
（N/mm2）

9.5mm厚
3プライ

DFP 22.8 11,800

22.1 8,600

20.2 10,600

20.4 8,000

23.9 9,500

18.6 7,400

CSP

DFP

CSP

DFP

CSP

12.5mm厚
4プライ

15.5mm厚
5プライ

21.8 8,700

17.4 6,900

DFP

CSP

18.5mm厚
6プライ

22.1 8,900

15.7 6,300

DFP

CSP

25.5mm厚
8プライ

20.9 8,400

15.0 6,000

DFP

CSP

28.5mm厚
9プライ

◎スパンが表裏面単板の繊維方向に平行な場合
※20℃/80％RH、含水率15％の条件下での試験結果。
曲げ強さは5％下限値、曲げヤング係数は平均値。

55

C
a

n
a

d
ia

n
 P

ly
w

o
o

d
 A

s
s

o
c

ia
tio

n
C

a
n

a
d

ia
n

 P
ly

w
o

o
d

 A
s

s
o

c
ia

tio
n

5

C
a

n
a

d
ia

n
 P

ly
w

o
o

d
 A

s
s

o
c

ia
tio

n
C

A
N

P
L

Y
 C

a
n

a
d

ia
n

 P
ly

w
o

o
d



用途に合わせた標準等級区分
CANPLY針葉樹合板には、5つの標準等級があります。等級名は合板の表板と裏板に使われている単板の品質に基づいてい

ます。単板の品質は、最上級品から順にA、B、Cに格付けされ、各工場はこれらの単板を使い分け、用途に合ったさまざまな合

板を製造しますが、その大半は構造用合板として供給されるシージング等級の製品となっています。

※COFI ROOF及びCOFI FLOORの働き幅は表示寸法より約15mm減少します。

■CANPLY針葉樹合板の厚み

サンダー処理
等級

シージング及び
セレクト等級

さね形状

COFI ROOF COFI FLOOR

6mm 7.5mm

8mm 9.5mm

11mm 12.5mm

14mm 15.5mm

17mm 18.5mm

19mm 20.5mm

21mm 22.5mm

24mm 25.5mm

27mm 28.5mm

30mm 31.5mm

12.5mm

15.5mm

18.5mm

20.5mm

22.5mm

25.5mm

28.5mm

31.5mm

■CANPLY針葉樹合板のサイズ

厚　み
サイズ

（呼称寸法）
幅※ 長　さ

9.5mm 3×8 908mm 2440mm

9.5～28.5mm 4×8 1220mm 2440mm

12.5mm 2×7.5 600mm 2273mm

12.5～18.5mm 2×8.2、4×8.2 600mm、1220mm 2498mm

15.5、18.5mm 4×7.5 1220mm 2273mm
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■CANPLY針葉樹合板の等級

等　　級 規　　格
単板等級

表板 内層 裏板
特　　性 主要用途

セレクト
(SEL）

CSA 0121
または

CSA 0151

B C C
●サンダー処理なし。
●軽微な開口欠点を含む表面単板を使用。
●表面単板の平滑調整処理にも応じる。

●床下張用合板として床仕上材料に応じて、SEL
TFとSELを使い分けします。
●SEL TFは塩ビタイル、クッションフロアーなど比
較的薄い床仕上材料の下地として、SELは畳、厚
手カーペットなどの厚い床仕上材料の下地として
適しています。
●仮設用、一般建築用としてサンダー処理を必要と
しない用途に適します。

セレクト・タイト・
フェース
(SEL TF）

B+ C C

●タッチサンダー仕上げ。
●抜け節、割れなどの開口した欠点を修正した表面
単板を使用。
●表面単板の平滑調整処理にも応じる。

グッド・ワン・サイド
(G1S）

CSA 0121
または

CSA 0151

CSA 0121

A C C

●サンダー処理。
●表板に美観を備えた最上級の単板を使用。
●木製あるいは合成樹脂製のパッチによる埋め木
補修を許容。

●片面のみの美観を必要とする用途。
●棚板、ビルトイン家具、DIY工作。
●コンクリート型枠。

●家具、キャビネット・ドア、間仕切り、棚板など両面
ともに美観を必要とする用途。
●打設面の仕上精度を必要とするコンクリート型
枠。

グッド・ツー・サイド
(G2S）

A C A

●サンダー処理。
●表板、裏板とも美観を備えた最上級単板を使用。
●木製あるいは合成樹脂製のパッチによる埋め木
補修を許容。

シージング
(SHG）※

C C C
●サンダー処理なし。
●許容される節、抜け節、その他の軽微な欠点を含
む表面単板を使用。

●屋根下張用、外壁下張用、床下張用として枠組壁
工法の構造用面材として最適です。
●仮設用、一般建築用、梱包用など表面性能を重視
しない用途に適します。

※日本市場においては、主にシージングが流通されています。



●屋根への施工事例
COFI ROOFは、端部同士がしっかりと嵌合するように加工されてい
るため、安全かつスピーディな作業が可能です。
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母屋 

※注 
軒げた 

たる木 

455

住宅の強度性能に対する要求が高まっているなか、構造用合板を在来工法に取り込む傾向が増加し、

さらに施工性向上を意図してパネル化が進むにつれて、より一層構造用合板の使用比率が高まる結果となっています。

CANPLY針葉樹合板は高い耐久性（JAS特類）と という住む人に優しい性能が評価され、

多くの在来木造住宅に使用されています。

●CANPLY針葉樹合板の施工事例

在来木造住宅への施工事例

※注／合板の伸縮のため約2mmの隙間をとることをおすすめします。
表示されている事例は施工の概要を説明したもので、実際の施工図ではありません。現場施工にあたっては、それぞれの工事監理基準に従って行ってください。

屋根への施工例
［屋根施工例概要］
タルキ間隔を455mmとし、
合板は12.5mm厚 2×7.5
版COFI ROOFを使用（受け
材不要）。

●壁への施工事例
柱間に工場で作製したパネルを据え付けるパネル方式を導入した現場
も増えています。
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壁への施工例
［大壁造における壁施工例概要］
間柱間隔を455mmとし、
合板は9.5mm厚 3×8及び1×8版の
ものを使用。

●床への施工事例
床根太を配せずに厚物の合板を使用する根太レス工法は、コストダウン
と施工期間の短縮を同時に実現します。
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303B

床への施工例

［床施工例概要］
根太間隔を303mmないし
455mmとし、
合板は12.5mm厚 4×8版の
ものを使用。
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